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                                                                             新座市立第三中学校 

                                     校 長  石田 和男 

                            （図書室だより）  図書整理員 名本 浩子 

 

 ９月に入っても猛暑日が続き、先週末には、各地で過去最も遅い猛暑日を記録しましたが、朝晩の肌寒さや夏

とは表情の異なる空に、ようやく残暑から抜け出し、季節が進んだのを感じます。 

もくもくした雲に替わって、空を刷毛
は け

で塗ったような雲が見られ、日の入りは、夏至のころに比べると、１時

間半も早くなりました。北海道最高峰の大雪山では、今、まさに紅葉の見ごろを迎えています。寒暖差が大きい

と紅葉も進むので、これから本州も紅葉の便りが聞かれるようになるでしょう。 

 行楽にも適した すがすがしい秋。「芸術の秋」で、“紅葉狩り”もいいですし、 

「食欲の秋」で、“きのこ狩り”もいいですが、「読書の秋」で、“書店巡り”など 

いかがでしょう。生き物好きの人には、“動物園”や“水族館”、“猫カフェ”や 

ミニブタやフクロウと触れ合えるカフェなどいろいろありますが、本好きの人や 

静かな時間をゆっくり過ごしたいという人には、ブックカフェや、『泊まれる本屋』が 

コンセプトの宿泊施設で、本に囲まれ、至福のひとときを体験するのもおすすめです。 

 わざわざ出かけるのは気が進まないという人も、近くの公園で、読書しながら、目が 

疲れたら、空を見上げて移りゆく雲をながめるのも気持ちが安らぐと思います。万華鏡の模様と同じく、二度と

同じ形の雲は見られません。そう思うと、今、見ている雲が、今というこの時間が いとおしく感じられること

でしょう。また、自宅でお気に入りの本を読んで、秋の夜長を楽しむのもよいでしょう。 

さて、『泊まれる本屋』と言えば、１学期に三中の図書室に入ったばかりの、名取 佐和子/著『文庫旅館で待

つ本は』という本も、さまざまな古書をそろえた図書スペース「海老澤
え び さ わ

文庫」がある旅館が舞台になっています。 

 戦前から続く小さな老舗
し に せ

旅館の若
わか

女将
お か み

、丹家
た ん げ

 円
まどか

は、宿を訪れた人たちに、文庫の本棚から、その人と同じ“に

おい”がする一冊をすすめ、その内容を聞かせてほしいという。円自身は、本からのにおいの刺激が強すぎて、

本が読めないという。同性の幼馴染
おさななじみ

に隠した想いをよせる青年。夫や家族に自分の人生を縛
しば

られてきた妻。妹の

遺
のこ

した子を育てる姉。卒業を機に、教え子とともにやってきた塾講師……円のすすめた一冊によって、この旅館

を訪れた人々の 滞
とどこお

っていた人生の道が開けていく。 

 そこで、問題です。本のにおいがきつくて、小説が読めない円でしたが、 

ある一冊の本にまつわる事実から、海老澤文庫や、円自身にかかわる秘密が 

明かされていきます。その本からは においも感じず、円は小説を読むことが 

できました。その一冊の本とは、次のうちのどれでしょう。 

 ① 夏目漱石の『こころ』 

 ➁ 芥川龍之介の『藪
やぶ

の中』 

 ③ 横光利一の『春は馬車に乗って』 

前号のクイズで、野坂昭如の「ウミガメと少年」で、乾パンや金平糖がなくなった少年、哲夫が、飢えをしの

ぐために食べたものは、③の掘り残された芋でした。何度も、弟のミルクをぬすみ飲みしてしまったぼく。迫撃砲
はくげきほう

から救い出し、孵
かえ

してカメにしてやろうと思っていたウミガメの卵を呑
の

んでしまった少年。いけないと頭ではわ

かっているのに。極限に達したひもじさがもたらした戦時下の辛く悲しい記憶。 

今号の問題に取り上げた本は、分類番号９１３、新着本のコーナーにあります。ある高校で、１０年前に貸し

出されたままだった本が戻ってきた。１０年前の謎と１冊の本に秘められたドラマを描いた『図書室のはこぶね』

や『江の島ねこもり食堂』、『ぺんぎん鉄道 なくしもの係』など、『文庫旅館で待つ本は』以外の名取佐和子さん

の作品もありますし、夏目漱石や芥川龍之介、川端康成など、この作品にでてくる文豪の名作もあるので、ぜひ、

読んでみてください。 



かざま りんぺい/著 

子供の科学編集部/編 

(誠文堂新光社)  

 

『防災・キャンプに 

        役立つサバイバル

テクニック 

ビジュアル「生きる技術」 

図鑑』 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おもしろい 

パズルや 

癒
いや

しのイラストで 

楽しもう！ 

 
 読書には最適な秋の到来です。本からも、“スポーツの秋”や

“食欲の秋”、“芸術の秋”、いろいろな秋をお楽しみください。 

『八秒で跳べ』 

 坪田 侑也/著 (文藝春秋) 
  主人公、宮下 圭は足の怪我

け が

をきっかけに、仲間との距離

を感じ、無気力になっていく。 

 どうして僕は、高校でもバ

レーを続けたのか。どうして

ずっとバレーをしているの

か。その答えが見えたとき、怪

我してからずっと止まってい

た世界が再び動き出す。 

「笛が鳴ってから８秒以内に

サーブを打たないといけな

い」このルール以外のもう一

つの“８秒”の意味の深さを、

あなたは知ることでしょう。 

飲み水のつくり方

やいろいろなひも

の結び方など役立

つテクニックを数

多く紹介！ 

『すこしずるいパズル ３』 

 たつなみ/著 (アリス館) 

 

『画材で印象を変える 

 キャラクターイラストの 

 描き方』 

  古鳥紺/著 (グラフィック社) 

『ディズニープリンセス 

 夢の扉をひらく言葉』 

  講談社/編 (講談社) 

人気シリーズ 

第３弾登場！ 

クイズや迷路、

パズルが満載！

どれもかわいい

イラスト付き。 

一人でじっく

り、友人や家族

と一緒に、ひら

めき時間をお楽

しみください。 

画材の特性を 

最大限に生か 

したイラスト

の描き方を紹

介する実用書 

勇気と行動力

で幸せになっ

たプリンセス

の言葉を映画

の名シーンと

ともに紹介 

たとえ辛いときでも、 

信じていれば、 

夢は叶うもの 

『大阪偕星学園キムチ部

 素人高校生が漬物で全校制覇した成長の記録』  

長谷川 晶一/著 (KADOKAWA) 

   

  

本場、韓国にも存

在しない、世界で唯

一のこのクラブが創

部１年で漬物グラン

プリを受賞！ 

オリジナルメニュ

ー ×
かける

キムチが商品

化され、テレビにも

出演。 

どこにでもいる普

通の高校生たちの奇

跡の成長物語。 

『バナナの魅力を

100 文字で伝えて

ください』の筆者に

よる最新作。 

柿内 尚文/著 (飛鳥新社) 

 あなたはプリン好き。でも、現

在ダイエット中。目の前にあるプ

リンを、あなたは食べますか？ガ

マンしますか。 

 プリンの話かと思ったら、時間

を考えることを通して、人生を考

える話。 

全部でなくても、時間の悩みに

応じて、あるいは、見出しで気に

なったところを選んで読んでみ

てはいかがですか。 

 
テレビ朝日「相葉マナブ」編 

(文化工房) 

人気企画 

「釜-1グランプリ」 

レシピも収録。 

 

本や図書館を

題 材にし た

本、ほかにも

いっぱい！ 


